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３要旨

 アネモネの無加温栽培において年内出荷するための定植時期やマルチ資材について検討し、以
下の結果を得た。

（１）  アネモネの無加温促成栽培で年内から出荷するためには、７～８月中下旬頃までに定植すること
が必要で、それ以降の定植では切り花本数が減少する。

（２）  マルチ資材の比較では、アルミ蒸着マルチ区で白黒マルチ区と比べて収穫が早く始まり、年内収
量も多かった。

（３）  切り花品質は、切り花長の構成比で比較すると、アルミ蒸着マルチ区が良いと判断された。

 以上のことから、アネモネの年内出荷のためには、遅くても８月中下旬までに定植することが必要
で、またアルミ蒸着マルチを使用することで収穫が早まるため年内収量が増加し、しかも品質が向上
することがわかった。
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